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はじめに

職場改善の努力は、各企業のなかで安全衛生委員会な
どを基盤に地道に行われているが、職場改善の具体例など
の情報が、企業間で共有されることはほとんどないのが現実
である。職場改善を常に試み、このような情報の必要な企業
に簡便に、適正に情報を提供するシステムは確立されてい
ない。職場の改善事例を収集することはいくつか試みられて
いるが、いずれも局所的で、職場の改善事例を具体的に活
用出来るシステムを構築することは前例のないことであり、
今後の企業の産業保健活動上でも極めて有意義である。職
場の改善事例を具体的に活用出来るシステムを構築するこ
とは、今後の企業の産業保健活動上で極めて有意義である
と考える。
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方法
熊本県下の企業に対し、職場における産業保健に関する

改善事例（作業及び作業環境、健診の実施及び事後管理の
システム、安全・衛生活動のシステムなど）を我々が開発し
た所定の様式により、アンケート調査の形式で収集し、得ら
れた事例を所定の様式で整理し、それを基に熊本産業保健
推進センターにデータベースを構築し、職場改善に関する情
報を必要とする企業に提供するシステムを確立する。調査表
は対象職場それぞれの改善事例の紹介とその評価（内容、
経費、工夫した点、生産性・経済面での効果・作業者の反
応）を様式化したものとする。調査表の開発とデータベース
の作成には、当センター以外の産業医や関連スタッフ（５名
程度）に協力をお願いする。調査対象企業は当センターが保
有する企業リストから、職種、規模、地域性を考慮して５００
社を選定し、返信用封筒とともに調査表を送付する。
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職場改善事例調査票質問項目

１ 改善内容を具体的に記入して下さい。イラストなどでわかりやすく説明していただけば幸いです。
写真などがあれば、是非添付してください。改善前の写真があればそれもお願いいします。

２ 写真を添付された場合、必要であればお返しいたします。返却が 〈必要 不要〉

３ 貴事業所の従業員数と業種をできるだけ詳しく教えてください。
４ この改善に取り組むことになった背景、経過等についてお聞かせください。
５ この改善に要した経費は概算でどのくらいですか？
６ この改善を実行する上で特に苦労された点があれば記入してください。
７ この改善により、生産性への反映など経営面での効果はいかがでしたか？

１．非常に効果があった ２．効果があった ３．やや効果があった
４．効果はなかった ５．マイナスだった

８ 改善後の作業社者の皆さんの反応はいかがでしたか？
１．非常に好評だった ２．好評だった ３．やや好評だった
４．反応はなかった ５．不評だった

９ 今後予定されている職場改善の計画、方向性についてお聞かせください。
１０ できれば貴事業所の名称および連絡先、ならびに、この質問紙にご記入くださった責任者の方

のお名前をいただければ幸いに存じます。もちろん無記名でもかまいません。
事業所名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
ご住所 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
ご記入くださった方のお名前 ＿＿＿＿＿＿＿
電話＿＿＿＿＿＿＿＿ ファックス ＿＿＿＿＿＿＿＿
メールアドレス ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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改善事例カテゴリー

• 通路とレイアウト
• 安全化
• 温熱/ 照明/騒音
• 物の運搬と保管
• ワークステーション
• やりやすい操作
• 衛星保護具
• リフレッシュ施設
• その他
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事例１ 廊下の段差の解消
事業所 病院（医療業）
従業員数 74名
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事例２ 扉の開閉の安全性の確保のための床面、扉の表示
事業所 ホテル業
従業員数 約２５０名
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事例１３ 事務室と廊下間の傾斜の躓き防止対策
事業所 通信業
従業員数 １９名
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事例 ２０-① ＯＡカーペットの導入
２０-② 段差のスロープ化（バリアフリー）

事業所 ソフトウエア開発
従業員数 本社４４名、福岡支社５９名
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事例２３ 入り口の階段のスロープ化によるバリアフリー化
事業所 自動車学校
従業員数 ６８名
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事例２４-① 廊下曲がり角のカーブミラー設置
事業所 新聞印刷
従業員数 ５００名（うち印刷局６０名）
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事例２５ 渡り廊下の低いフェンスの補強
事業所 水道事業
従業員数 ３４４名

改善前
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事例２７ 通路渡り鉄板の補強安全化
事業所 調味料製造業
従業員数 １３５名
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事例11-② セキュリーティーカメラの取り付けによる受付の防犯対策
事業所 印刷･サービス
従業員数 約１５名
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事例１２-② 暗証番号機能付きのドアロック設置による外部からの進入、

情報漏洩の防止
事業所 複写サービス業
従業員数 ５５ 名
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事例１５-① ドアロック（オートロック）設置による深夜業務時の防犯対策
事業所 タクシー業（貸し切りバス含む）
従業員数 ６２名
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事例１７ タンクローリー洗浄時の安全ベルト用サポートの改善
事業所 乳製品製造業
従業員数 ８０名（パート社員含む） 熊本産業保健推進センター



事例２６－① 駐車場、建物入り口の側溝の安全化
事業所 製造業（プラスチック製品）
従業員数 ２９０名
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事例４ 暗い階段の明かりのスイッチ増設による安全性の確保
事業所 飲食業
従業員数 ２５名
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事例９ 窓の遮光フィルムによるコンピューター作業効率の向上と断熱効果に
よる冷房費節減

事業所 食品卸売業（食材から厨房機器の販売･製造）
従業員数 本社２４０名、営業所（県外）２３０名、計４７０名
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事例２６－② 電動ファンによる強制排気とスプリンクラーによる温熱対策
事業所 製造業（プラスチック製品）
従業員数 ２９０名
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事例２６－③ 衝立による防寒対策
事業所 製造業（プラスチック製品）
従業員数 ２９０名
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事例５ 移動キャスターつきかご車による商品の保管と運搬の
効率化

事業所 外食産業食品流通サービス業 （学校給食、外食、産業休職などの卸売り業）
従業員数 １８０名
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事例８ 倉庫棚上段への
昇降の安全化、
効率化

事業所 電力
従業員数 ８６名
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事例１６ リフトのパトライト設置による人との接触防止
事業所 ミシン針製造
従業員数 １１９名
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事例１５-② 防鳥ネットによる車両の汚れ防止対策
事業所 タクシー業（貸し切りバス含む）
従業員数 ６２名
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事例２０-③ 高さの調節しやすい椅子の購入
事業所 ソフトウエア開発

従業員数 本社４４名、福岡支社５９名
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事例２１-④ 作業スペースの確保
事業所 ソフトウエア開発
従業員数 本社４４名、福岡支社５９名

以前から行っていたが、すべて
のデスクに導入した
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事例１４ 安全チョッキ、ヘルメットの着用による作業の安全化
事業所 測量業
従業員数 ２９名

改善前
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事例１８ 喫煙所の設置による分煙化
事業所 非鉄金属圧延業（アルミ）
従業員数 社員６９８名、派遣２３０名
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結果と考察
２８事業所から写真とともに計４３事例が寄せられた。業種と、

その改善事例の内容を表１に示す。事業所の従事者数（パートタ
イム等をふくむ）は、１５～１０００名（平均２３９．３人）であった。１
件あたりの費用は、不明とした事例も4件あったが、自社の材料を
利用しコスト０円から、１００円ショップを利用などもあったが、３００
万円を費やした事例まで、平均して３６．３万円であった。比較的コ
ストのかかる改善事例が多かった。
改善の内容のうちわけは、安全化１８件、通路とレイアウト１４件、
物の運搬と保管７件、温熱/証明/騒音５件、ワークステーション４
件、リフレッシュ施設３件、衛生保護具２件、やりやすい操作１件、
その他２件（事例により重複して分類）（表１）であった。
今回の改善事例の対象は、熊本産業保健推進センター登録の
事業所であったが、３０名以下の事業所が４件あった。しかしこの
場合、大規模事業所の支所である場合である。中規模事業所以
上になると安全衛生委員会を主体とした改善事例もあり、職場改
善のシステムが構築されている印象をもった。今後は、小規模の
事業所の改善事例を収集することが課題である。
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